
H13年度～H19年度 H21年度 H22年度

東京都微小粒子状物質検討会

大気環境調査

　PM2.5モニタリング

　PM2.5質量濃度・成分測定 必要に応じて実施

発生源調査

　発生源の濃度・成分調査

レセプターモデル

　CMB法

　ＰＭＦ法

生成メカニズム解明

　二次生成機構の研究

　JATOP夏季観測

シミュレーションモデル

　モデルの検討

　インベントリ整備

　発生源別寄与割合・将来濃度の推計

目標値の設定

対策の検討

H20年度

TEOM式(一般2/自排2 通年)

FRM方式 質量濃度・成分測定（一般局9・自排局8 2週間×四季）

発生源選定

β線／光散乱式 （区部2・多摩2 通年） 成分分析（夏季・冬期）

質量濃度・成分測定（20種類）

モデルの検討

目標値の検討

削減対策の検討対策技術情報の整備

CMB

シミュレーション

インベントリ整理

微小粒子状物質（ＰＭ２.５）調査計画について（案）

①調査の方向性 ②調査計画検討 ③H20調査まとめ

インベントリ収集

レセプター

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ検討
目標・対策検討

同位体分析・レボグルコサン分析

同位体分析・レボグルコサン分析

JATOP

将来濃度の推計

PMF

プロファイル整備

モデルの改良

発生源寄与

関東SPM会議

PM2.5合同調査
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